
  

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチラテラリズム 
もっと知りたい！ 

Building the Future: Stepping Stones in United Nations History（英語） 

https://www.un.org/sites/un2.un.org/files/timeline_un_final.pdf 

国連の歴史と主要な出来事を年代ごとに PDF形式でまとめたもの。 

クンドルニュース

 
 

「クンドル(KUNDL)」は九州国連寄託図書館の英語の頭文字です 

Kyushu United Nations Depository Library   九州国連寄託図書館 

2025年、国連は創設 80周年を迎えました。前年の「未来サミット」では、国連加盟国が多国間主義（マルチ

ラテラリズム ）を強化し、SDGs などの国際目標の実現を加速するための新たなビジョン「未来のための協

定」を採択しました。この協定は、デジタル分野や将来世代への責任を含む重要な取り決めであり、国際協力

の新たな指針として、2025年から実行段階に入ります。 

KUNDL News No.147 

2025年５月・６月 

 

■なぜマルチラテラリズムが重要なのか： 

マルチラテラリズムは、気候変動や感染症など国境を越える課題に対し、

国際社会が協力して取り組むために不可欠です。協力（Cooperation）、譲

歩（Compromise）、調整（Coordination）という“3 つの C”を通じて、信頼に基

づいた国際的なルールづくりや平和の維持が可能になります。 

多国間の利害対立や新たなリスクへの対応の遅れにより、マルチラテラリズムへの

信頼が揺らいでいますが、「未来のための協定」や市民社会の参加拡大によって、

より柔軟で包摂的な国際協力の枠組みが期待されています。 

■今後の課題と展望： 

1945 年の創設以来、国連は国際社会の連帯行動の中心として対立の緩

和や人権・教育・保健衛生の水準向上に貢献してきました。気候変動やパン

デミックなど地球規模の課題にも対応し、新たな未来像を提示しています。 

国連の歴史 

 

 

★グテーレス国連事務総長 

「UN80 イニシアチブ」の立ち上げを発表 

※ 

 

※ 

グテーレス事務総長は、世界が深刻な課題に直面する中で、国連の価値と必要性がこれまで以上に高まっている

と強調しました。しかし国連は、資金不足や仕事の増加といった課題にも直面しています。事務総長は就任以来、効

率化と透明性の向上を目的とした改革を進めてきましたが、今年国連創設 80周年を機に、国連を 21世紀にふさわし

い形へと進化させるための新しい取り組み（「UN80 イニシアチブ」）の立ち上げを発表しました。 

この取り組みでは次の３つを目指します： 
 

１ 国連の業務の効率化と改善点の迅速な特定   ２ 増加する国連のマンデート（任務）の見直し 

３ 構造的かつ戦略的な組織再編の検討 
 

この改革を通じて、国連がこれからの時代にふさわしく、より役立つ組織になることを目指しています。 

（multilateralism）」とは、通商などの国際問

題を、当事国である二国間だけでなく、影響を受ける

第三国を含んだ多国間で調整しようとする考え方。 

多角主義。多国間主義。 

 

「マルチラテラル（multilateral）」は、

もともと「多辺的な」という幾何学用語。 

国連広報センターHP 

『広辞苑 第７版 [２] た-ん』 （岩波書店 2018年）  

 

「マルチラテラリズム 

https://www.un.org/sites/un2.un.org/files/timeline_un_final.pdf


◆◇今月の注目資料◇◆ 

 

国連は、2024 年３月の国連総会において、6 月

11 日を「遊びの国際デー」と宣言する決議

（A/RES/78/268）を採択しました。 

遊びは年齢や住む場所に関係なく、ただの娯楽

以上の、人の創造性や回復力を育てる力を持って

います。特に子どもにとっては、発達を支える重要

な学びの場であり、創造力や回復力、人とのつな

がりを育みます。遊びを奪うことは、成長の可能性

を奪うことに他なりません。今こそ、遊びを支える

環境づくりが求められています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年に創立 80周年を迎える国連、そして翌年に日本が加盟 70周年を迎える節目

に、「国際の平和と安全」に焦点を当て、国連の歴史と現状を検証し、その役割と課題を

探っています。ウクライナ侵攻やガザ情勢、北朝鮮、ミャンマーなど、最新の国際問題も

取り上げながら、国際社会の現実と国連の今を見つめ直す一冊です。 

 

国連を知ろう！ 
 

 

６月 11 日 

 

４月 13 日、大阪・関西万博が

開幕しました。計 35 の国連機関

が集結した国連パビリオンでは、

国連の過去、現在、未来を展示

で表現。また、ガザやウクライナ

の紛争地を仮想現実（VR）で体

験するコーナーも予定していて、

平和への思いを発信していくとの

こと。多様な価値観が交差するこ

の場が、地球規模の課題解決に

向けての具体的な一歩となること

を心から望みます。 

 

開館時間：10:00～20:00 

10:00～19:00 (日・休日) 

＊相談業務は 19:00(日・休日 18:00)まで 

 

休 み ：毎週月曜・毎月月末 

（休日のときはその翌平日） 

年末年始・図書特別整理期間 

九州国連寄託図書館     

〒814-0001 福岡市早良区百道浜 3 丁目 7 番 1 号  福岡市総合図書館 ２階 
TEL 092 (852) 0628 

「遊びの国際デー」公式ホームページ： 

https://www.un.org/en/observances/international-day-of-play 

 詳細をお知りになりたい方は、ぜひ２階国際・
国連カウンターにお立ち寄りください！ 

編集後記 

 

遊びの国際デー 

『The United Nations ： 75 years of promoting peace, human rights, and development』  

Kent J. Kille and Alynna J. Lyon   Bloomsbury Publishing 2024年 国連書架Ａ3 

国連の歴史や役割を分かりやすく解説した一冊。平和・安全保障から気候変動まで幅広いテーマを扱い、

その功績と課題の両面を紹介しています。また、単なる制度説明にとどまらず、「持続可能な開発」などの理

念の進化や、国際政治の変化への対応についても考察しています。 

『国連ファミリー・パーフェクトガイド ： SDGsがより深くわかる! しくみと役割』 

稲葉 茂勝／著 鎌田 靖／監修 こどもくらぶ／編集  新日本出版社  2022年  国連書架Ａ3 

国連の歴史や役割から、国連憲章や国連の６つの主要機関の説明、関係組織である国連ファミリーのしく

み、SDGs の成り立ちや詳細などをわかりやすく解説した児童書。クイズも交えながら写真やイラスト付きで国

連を学べるガイドブックです。 

『国連入門 ： 理念と現場からみる平和と安全』 

山本 栄二・中山 雅司／著 筑摩書房  2025年  １階ポ 67 

 

ご存知ですか？ 

 国際デー 

『国連で働く ： 世界を支える仕事』 

植木 安弘／編著 岩波書店  2023年  国連書架Ａ3 

 
国連とはどのような国際組織なのかという説明に始まり、グローバルな視点に立って活動する国際公務員の

仕事内容が語られています。 ユニセフや国連食糧農業機関、国連難民高等弁務官事務所など、国連や専門

機関でさまざまな活動に携わってきた 10名の言葉を通して国連の仕事をうかがい知ることができます。 

改めて 

https://documents.un.org/doc/undoc/gen/n24/088/14/pdf/n2408814.pdf
https://www.un.org/en/observances/international-day-of-play

